＜寄稿＞トロント大学留学記（２） :  カナダの「当たり前」と「ギブ・アンド・テイク」 by 武田 建 & Ken Takeda































































































































































































でお釣りを貰う時、日本の店員は渡されたお金から代金を「引いて」 、 「はい、お釣り」と渡してくれる。しかし、北米のやり方は、客が買っ 品物の価格に「お釣り」を「足して って」 、 「ハイ、いくら」である。引き算の日本と足し算の北米であるが、それは単なる「やり方」の違いに過ぎない。　
































































































はならない。そんなのが中間と期末に計二つ提出なんて言われたら、たまったものではない。先生は、提出されたリポートを速やかに読んで、点数とコメントをつけて学生に返さないといけない。後に私がアメリカの協定校へ教えに行った時 それを自分でやってみて、 北米の先生も楽じゃない…と、しみじみ感じ ものである。　
教師の中には、学生の書いたペーパーの内容について、点数だけではなく、丁寧にコメントを

























しからん！」と言 ても、周囲がそう書くのだからどうすることもできない。 「郷 入っては、郷に従え」である。読む時にはまだいい。だが、書く時には、中学一年の時からの習慣をそう簡単には変えられない。　
綴りだけではない。日本人の私にとって、自分 考えを英語で表現することは極めて難しい。













との差のように大きな違いはない。私が聞き取 ないのは南部 英語である。カナダに住んでいると、アメリカ南部の人と顔を合わすことは比較的少 。しかし、後年、学長を辞した後、一年間、交換教授でテキサス州ダラスの南メソジス 大学へ行った時、生まれて初めて南部に住み、南部の人の英語を聞いた。キャンパス内はそうでもないが、一歩外へ出ると 南部訛りに途方に暮れることが少なくなかっ　
ある時、国際交流部の方がドライブに連れ出して下さった。ダラスから遠くない、小さな田舎










準語を使っているわけではない。また、どこに力を入れて発音するか、アクセントの違いもある。我々関西人は、 「英語」と発音する時に、 「エイゴ」の「エイ」よりも「ゴ」に少し力を入れて発音する。しかし、東京の人 「エイ」も「ゴ」も同じ調子、というか同じアクセントである。　
同じことは英語にだっていっぱいある。前号で紹介したが、南部から来た学生が「君たちも来











生に「７の後の８」 （エイト・アフター・セブン） 、 「９の前の８」 （エイト・ビフォアー・ナイン）と聞かせておいても、 「アイト」としか言わない。一体、彼らの目と耳と頭はどうなっているのだろうか。これは、良いとか悪いとかの問題ではない。我々関西人が標準語を話す時に、関西弁の抑揚をつけているのと同じである。　
その昔、大英帝国は受刑者をオーストラリアに送っていたようだ。彼らは、軍隊や警察に自





























るようだ。鳥の肉だから、私には鶏も七面鳥も同じように見えるのだが、我が家の女王様は、鶏の方がターキーより断然美味し 主張なさる。私は家に置 て戴き、ご飯を食べさせて貰っている身分だから、賛成はしても反論 ど考えたこともない。　
それは、我が家のプライベートな話である。料理するのは、普通、各ご家庭の女王様のお役目
であるが、ターキーを小さく切り、ひとりひとりに分け のは一家の主であ 王様の役目のようだ。前号に書いたが、私 クリスマス休暇に招いてくださったサーロー のお父さんが「ケン肉はダーク？
 それともホワイト？」と尋ねた。何のことかと、ターキーをしげしげ見ると、な














寮を用意しているだけではない。結婚している学生には、既婚学生用の寮というかアパート群を用意している。ドアを開 て中に入ると、ソファー、勉強机に椅子、台所には、冷蔵庫や小さな食卓と椅子、寝室にはダブルベッド クローゼットもある。独身寮より広い。 し、独り者は住まわせて貰えな 。欲張ってはいけな 。　
大学生や院生は、慢性的な金欠病である。北米の学生は、ほとんどが自分で大なり小なり学費


















ある。一方、ハンバーグと後ろを引っ張らなければ、ひき肉を焼いただけのもので、我が国では、昔からご丁寧に「 ステーキ」と呼んでいる。この外、ハンバーガー パンの間に、肉だけでなくチーズを入れたのがチーズバ ガーだ。何故か、チーズハンバ ガ とは言わそんなことは、その頃の日本では大して問題にも、話題にもならな だろう。日本にマクナルドが来たの ずっと後 一九七一年である。　
ことによると、チーズハンバーガーなるものは私の造語かもしれない。ある時、何故か無性に












でも、 厳密に言えば、 箱の上に手提げがついたランチの入れ物は存在する。そこに、 サンドウィッチを入れ コーヒーの入った魔法瓶を持って仕事に行くのは、工事現場や工場で働く人が多 。学生の中 それを使うのは 大学院の「小父さん学生」である。ほとんどの学生は、 サンドウィッチを紙に包んで のまま ってく ちゃんとビニールとか べすべして水を通さない紙に包んでくるのは、結婚している学生か 女子学生だ。男子 アパート住まいだ 、スーパー 買い物した際に入れて貰った紙袋の再利用が多い 食物 キッチンペーパーで包んであれば高級な方だ。ナプキンは持っ こない。でも、校舎のなかのトイレに行けば、タオル代わりの茶色のペーパータオルが箱の中にいくら 置いてある。欲し だけ無料でいただく　
サンドウィッチの種類は多い。チーズ、ハム、サラミ、時にはベーコンと一緒にレタス、トマ










夏、そして秋にかけては、バーベキュースタイルで庭に出て焼くことが多い。も ろん、牛のステーキのような高価な肉でな ても、豚でもチキンでもオーケーだ。ソーセージが れば、子どもは大喜びである。大人だっ そうだ。 だ 我が国と違って、魚や貝を焼くバ ベキューは少ないように思う。　
私がトロント大学に通ったのは大昔のことだ。その頃、北米では東の大西洋沿岸か西の太平洋

















も姿を消した。せいぜいワインかビールである。ワインは昔なが のものだが、ビールには低カロリーのダイエットビールというのが出まわっている。北米のレストランやバーに行って「ビール」というと、 すぐ「何ビール？」と尋ねられる。 「面倒だな」と思うが、 日本だって「銘柄 ？」と聞かれるからお相子である。私は 「関学卒業生を一番多く採用している会社のビ ル」と言って、時々お店の人を困らせるのだが、そんな冗談はカナダでもアメリカ も通じない。そのかわり、 「私は日本から来たばかりなので、アメリカやカナダのビールの名前は知ら い」というと、相手は片っ端からビールの名前を言ってくれる」 。どっちみち、北米のビール 日本のビールに比べるとアルコール度数が低く、水のようなも だ。 「不味い」とは書かないが、どれも同じような味だ。大同小異なら、面倒くさいから「ファースト・ ン」つまり「一番最初に言った奴」と言 ことにしている。あとは「来ての 楽しみ」であ 。　
今の北米はどこへ行っても、朝な夕な、誰もがみんな走っている 彼らが昔 日本のことを軍









その周辺は、太平洋の黒潮の影響で雪は降らない。カナダで唯一、冬でも雪に縁のない天国である。しかし、雪の代わりに年中雨が降る。土地の人に言わせると、冷たい雪よりも暖かい雨の方がずっと良いそうだ。秋から冬にかけて雨が降るのも憂鬱だと思うが そこの人たちは雨 方が雪よりも遥かに「まし 」と言う。それを疑うのは、関西学院が阪神地区のど真ん中に位置していて、気候が極めて温暖なところにあるからだろ 。それがどれだけ幸せなことであるか感謝せず、当然のことと思っ いるのではないだろうか。私たち 阪神間の気候にもう少し感謝の気持を持たなくてはいけないと自らに言い聞かせている　
トロントの市内は五大湖のひとつオンタリオ湖に面している。湖のそばということは、寒さを






リカと国境を接しているところはまだいい。北には、米国領土のアラスカにつながっているテリトリー・オブ・ユーコンをはじめ、三つの「準州」と呼ばれる、巨大な土地が横たわっているらしい。地図で見ただけで、そんな土地に 行ったこともない。ただ トロント大学の大学院で社会福祉の修士のプログラムを終える頃、後期課程に進みたい 言っ ら 三年間の実務経験が必要だと言われた。　
しかし、日本人、つまり「外国人」の私は、修士課程修了後三年間カナダで働こうと思っても、














初は、ラグビーと同じで、ヘルメットも他の防具も付けていなかったが、事故防止のため防具が次第に改良され、またルールも改正され、今のような形 スポ ツになったの ある。何故か一五名でやるラグビーが一一名と サッ ーと同じ人数に減った。さらに 大きく変わったのが、パスを前に投げてもいいル になったことだ。こういった点は、カナディアン・フットボールといわれるカナダの競技にもすべて取り入れられている。ちょっと見たとところ、カナダのフットボールとアメリカのそれは、全く違いが いように見え　
しかし、慣れてくると、カナダとアメリカの違いが少しずつ分かってくる。まず、アメリカ
フットボールは一一名でやるが、 カナダは一二名だ。何故かＲＢ、 つまりボールを持っ 走るバッ
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クの選手が一人多い。アメリカ式では、攻撃に四つのダウンがあるが、カナダでは三つしかない。フィールドは、ラグビーのフィールドをそのまま使かうから、幅 広いし タテが一一〇ヤードと少し長い。三つのダウンしかないから、パスが多くなる。フィールドの幅 広いから、オープンプレーも増える。アメリカの四つのダウンのフットボールに比べると、ボールを縦にも横にも投げるギャンブル性に富んだ試合運びに る。攻撃チームは、三つのダウンしかないので（攻撃側は守備側に少しばかり手加減をしろと言う だろう） 、守備のラインは、ボール ら一ヤード後ろに下がっていなくてはならない。攻撃のラインは、守備の第一線の選手に体当たりしてもいいが、守備の後ろの方を守っている選手へ体当たりに行くことは許されない。そ 代わり、攻撃のバックス陣は、 ボールがスナップといって、 センターがボール 股 下から後ろへ投げる時（つまり、プレーが始まる瞬間）に、前後左右に向かって走ること 許されている。それも、バックスならば全員動いて（前方には一人だけ）もＯＫである。これは攻撃チ ムに有利なルールだ。　
カナダの大学にも、このカナダ式フットボールのチームはある。だが、アメリカのように、有









グのチームがあったが、今はアメリカに移って まった 現在では、トロント・ブルージェイズのみがメジャーのチームだ。そのほかに、マイナ が各地にある。もっとも、私が留学していた頃は、カナダにメジャーのチームは存在しな った せいぜ 、トロントに３Ａ チームがあったぐらいだ。しかし、当時からカナダ人はメジャーの試合を自宅のテレビ 見て、贔屓 の勝敗に一喜一憂していた。　
今は、日本人選手がメジャーで活躍する時代である。でも、私が高校生の頃だから 一九四〇














の行事から外されていると思う。し し、一九五〇年代のカナダの大学寮ではダンスパーティーなるものが開かれていた。念のために、もう一度紹介するが、私の寮はカナダ合同教会の神学大学院男子寮である。私の感覚では、大学院生がダンスパーティーなどやることなんか考えられない。寮のダンスは、あくまで学部生どまりであるべきだ。院生になっ ら、入学したその日から、卒業の前日まで勉強に追われる が宿命だ。これが私の言い分だ。　
しかし、この寮に住む神学専攻の大学院生には彼らの言い分がある。学部時代からのガールフ
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レンドを郷里に残し、トロントに出てきて三年間。ひたすら神学の勉強に励み、秋には牧師として教会に赴任する。その前に、自分がどんな所に住み、どんな仲間と暮らしてきたかをガールフレンドに見せたいと思う気持ちは分からないでもない。もう一つの理由は、私たちの寮があるチャールズ・ストリートを少しいったところに、同じカナダ合同教会が開いている女子のキリスト教教育指導者養成のための学校と寮があった。男子独身神学生のデートのお相手 もっぱらこの寮に住む女子キリ 教指導者の卵である。 の二つの寮の出身者が結婚すれば、二人で教会を守ってくれる。合同教会もうまいことを考えたものだ。そうした関係を維持促進するためには、男子寮でダンスパーティーを開き、女子寮 レディースをお招 することは不可欠なプログラムなのだろう。　
だが、私は日本からきた留学生である。キリスト教の女子指導者の卵なんか見たこともない。






















気持ちと立場を察して、私がどんな勉強をし、どんな実習をしているか 話を向けて下 った。これなら、私だって多少は話ができる。そして、彼女の専攻のことを尋ねていると、寮生たちがガールフレンドと一緒にやってきて 二人 会話に割り込んできた。関学を離れて以来 初めてナンシ さんと言葉を交わしているのをぶち壊されたが それもパーティーの一部であ そ晩、 私のパートナーになって下さ たナンシーさんには感謝してもし れない。 それこそ 「メニー・サンクス」である。　
それから一ケ月ぐらいたったある日、母から送られてきた手紙に、 「関学関係の方から、貴方




















トにお住まいであった。さらに驚くことに、奥様 ロントＹＷＣＡ 総幹事で、私が通うント大学の社会福祉大学院のパートタ ムの さんでもあった。カナダ合同教会の奨学金を戴いて関西学院からきた留学生として、できるだけ のご家族と親し させて戴きたいという気持ちが私にはあった。　
ご一家はトロントの西の方にある、ハイパークというとてつも く大きな公園のそばの美しい





ほど（一九五八年九月～一九六二年六月）の大学院生活 終え 関学 社会学部で教え始めた（一九六二年一〇月から社会学部専任講師） 。その頃、このケン・ウッズウォースご一家が関学に半年余りおいでになった（一九六四年） 。私は、専任講師という社会学部の中で一番低い身分と地位にあった。ということは、大して学部の仕事をしなくてよい、かなり気楽な立場だった。ケンは法学部で講義をしているようだったが、奥さんのジーン（
Jean ）と社会福実習一と二といっ
て、四年生が一年間、週一日 実習に出る前の面接集中訓練のような授業 一緒 担当した。彼女は日本語が出来ない。しか 、非言語コミュニケーション 天才だった。私が学生 ロールプレーをやり 学生同士が模擬面接をしているのを見て、実に的確に面接者 問題を指摘し なおかつ「こうすれば、もっと良くなる」と教えてくれた。 はそ 指摘 出来るだけ丁寧に 諸君に日本語で伝えたつもりだが、学生諸君が学んだことより、私自身が学んだこと 方がはるかに多かった。　
さらに、授業終了後、社会学部の教授控室に座り、二人でその日の授業を振り返った。良かっ













生として勉強しておられることが分かった。なんと、博士の学位を取得なさったら、我が関西学院大学で教鞭をとられるという である。 こちらから連絡を取らなくてはと思っているうちに、先生の方から電話 戴い しまった。 「日本のキリスト教関係の組織で、国際養子縁組の仕事をしておられる先生が今トロントにきているから紹介し い」ということだった。嫌も応もない。グレアム にお目にかかる絶好の機会である。　
先生ご一家のお住まいは、私の寮からそう遠くないところのようだ 毎朝、福祉の大学院に行
く道を逆の方向へ少し歩いて、二つ目の角を曲がれば先生のお宅付近である。今では、トロントの街でも有数 高級レストランや豪華なブティックが並ぶヨークヴィルと 一角にな てしまったが、当時は古びた、そ て淋しげな住宅地といった感じだった。　
ストリートと番地を書いたメモを見ながらたどり着いたお宅のドアをノックするまでもな 中













た。彼女らは片言以上の日本語を話せる。もっとも私の方も彼女らの日本語には及ばないが 少しは英語をしゃべれるように りつつあった だから、お二人と話す時には英 と日本語のチャンポンだった。私の英語 発音がおかしいと、遠慮なく直してくれた。お二人 私の「可愛い英語の先生」でもあった。　
私たちが楽しく遊んでいるのをご覧になって、 先生ご夫妻がお出かけ 時に 、 私をベビーシッ









めての登校日というので ど 学生もみんなそれなり きちんとした服装で教室に集まった。黒い髪と大きく高い鼻、一見してユダヤ系カナダ人とわかる容貌で、名前はマーヴィン・グッドマンと言った。　
授業が始まると、控えめだが的を得た鋭い質問や発言をするので、私はある種、尊敬の念で彼















しては、自分のところで奨学金を出している留学生が夏休み中 良 らぬアルバイトをしたり、とんでもないことをしでかしたら けないと う心配があったのだろう。そこで、 「オンタリオ身体障害児協会」というれっきとした「慈善団体」が実施している障害児のためのキャンプから、社会福祉大学院を通し、 リーダーとして来て欲 い 言わ ていると申 上げ 、 了承してもらっ
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た。教会の奨学金を戴いていると、 お金を戴くような活動をする時にはいろいろ気を遣う。多分、教会本部が一番心配していたのは、八月に二週間、合同教会が貧困家庭の子どものキャンプをトロント郊外で行う で、そこにリーダー して参加できるかどうかだったのだと思う。そのくらいの融通は障害児キャンプに言えば聞いて貰える。　
トロントから汽車で二時間ぐらい西に行くと、ロンドンというちょっとした街がある。障害児
キャンプはその郊外にあった。キャンプの名前はウッドイートン。キャンプと言っても、身体障害児用の施設であるから、車椅子での移動 真っ先に考えて設計したのだろう。本部棟の前に大きな芝生の広場があり、それを囲むように 車椅子が自由に動ける幅を持ったコ クリート 広い舗装道路がある。さらに の 側にキャンパーが泊まるキャビンが 〇メートルぐらいの間隔で建っている。そのなかは子ども部屋が二つとリーダーの部屋が一つ、そしてシャワーとトイレがある。　
朝と夕方は、ディレクター以下、スタッフもキャンパーも全員が国旗の「旗揚げ」と「旗下げ」
























ドア・プログラムの現状 説明してくれた。ディレクター 私の仕事のオーバーロ ド、つまり仕事過多の問題だから、私に手当てを出すと言ってくれた。でも そういう問題じゃない。毎晩寝ないでキャンプ・ファイヤ のお守り している現実を説明し、やっと分かっ 貰った。改善策は、オーバーナイトのプログラムを毎晩ではなく一晩おきにするか 男子のリ ダーが二人か三人交代で一晩ずつファイヤーの世話 するという案だ。万歳、二人の男子リーダーが手を挙げてくれた。これからは、三人でロ テーションを組める。　
キャンプ・ファイヤーの時、リーダーはお話をす 、キャンプソングをリードしなくてはな
らない。私は下手な英語で「桃太郎」や「浦島太郎」 話 す ことにしてい 日
235
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である。つまり、過去二夏このキャンプのリーダーをしていた。だから、このキャンプのことは裏も表も知りつくしている。彼は大学ではリベラル・アーツ 学生であるから、特別の専攻というのはまだない。教養学部に属しているようなものだ。その代わり、ラテン語といった日本の大学では神学部ぐらいでしか教えていないような語学 履修 る 「将来牧師さん なるのか？」 と聞くと 「今のとこ は、 考え ない。学校 教師になろうかと思っている」 と言う。彼ならば中学でも高校で 、きっと素晴らしい先生に るに違いない　
それはそれとして、彼が何処で見つけたのかフットボールを持ってきて、三対三のタッチフッ







で優勝した経験だって持っている。 しかし、 それは一一名の選手がそろってやる正規のフットボールの話である。三人対三人では勝手が違う。特 ボッブ は手ごわい。 「よーし、今度こそ止めてやるぞ」といきり立 突 込むと 別の選手にボールを渡してしまって、私の動きは空を切って空振りだ。なんとも悔しい限り。でも こんな遊びを通して、主だった男子のリ ダー達と親しくなれた。それがキャンプの運営にとって 非常 大切だということを経験できた。 「何をするにも人間関係」ということを、キャンプの遊びや仕事 ら いやというほど教えられた。　
キャンプも終わりに近づいたある日、一夏共に暮らした二人の男子高校生と「ちょっ 」しん



















































た。考えてみると、実習時間の間、私は自分のオーバーコートを実習生の部屋の洋服掛 にかけておいた。そして、そのポケットに財布を入れっぱなしにしていた を想い出した。誰もいい、しかも出入りが自由な部屋にオーバーコートをかけ、 かもそのポケットか 財布 見えるのでは 「どうぞお盗り下さい」と大声でお願いしているようなものだ。　
ただ、不幸中の幸いとはこのことだ。財布の中に一枚アメリカ・ドルの紙幣が残っていた。 「こ
れしかお金を持っていません」と言って、 それをおずおず地下鉄 切符売 場に差 出してみた。
242
すると、切符売りは切符とお釣りを渡してくれた。感謝感激である。しかし、考えてみると、その頃米ドルの方がカナダドルよりもかなり強かった。だから、アメリカのドルでも切符を売ってくれたのだろう。やれやれ良かった。切符 握っ 、これで無事寮ま 帰れると一安心。　
それにしても、施設に出入りしている子どもたちがリーダーの財布からお金を盗むという心理
状態が、私にはどうも理解できない。そのあたりが私の甘いと ろなのだろう。 「アメリカのドル紙幣を盗まず残しておいてくれた」と、私が感謝の気持ちを交えて話すと、スチュワートさんは、 「カナダの紙幣なら、何時でも何処でも自由に使えるが、アメリカの紙幣 と換金す 時に自分の名前や住所を届け く はならない場合があるから、足 付くのを恐 て盗まなかっただけのことだ」と言う。そこまで考えてのことだったの 。どちら 大人で、どちらが子ども 分からないではないか。少なからず、自己嫌悪に陥った。　
次の実習の時、スーパーバイザーのスチュワートさんから、 「実習中、財布は肌身離さず持っ





ある。最初の年は、買 物にゆく先は、必ずといっていいほどスーパー・マーケットだった。ここならばカートを押しながら、自分の欲しいものを勝手につ んで ワゴンに放り込んでゆけばよい。お金を払う時には、たとえ五ドル七八セント ものであっても、少し税金が加算されるの
243
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学部の学生時代、一緒にキャンプリーダー し いた兄貴分、通称ジョージョーこと、ジョゼフ・クロニックさんが独立し、自分自身がオ ナ ・ディレクターになって、少年少女キャンプの経
244
営と運営を始めた。彼もユダヤ系のカナダ人であるから、そのキャンプに参加する子どもは、ほぼ全員がユダヤ系の家庭から来ている。一夏、八週間もの間 デラックスな個人経営の少年少女キャンプに子ども 預けることが出来る家庭は、大金持ちば りではないとは言うものの、中流以上の「ご家庭」であることは間違いない。集まるキャンパーは小学校一年生から中学校三年生まで、そ 数ざっと三五〇名であ 。キャンプは、トロントから車で数時間のハリバートンという田舎町からそう遠くない綺麗な湖に面した白樺の林 中にある。だから名前は「 ・ホワイトパイン」 、つまり「白樺キャンプ」である。　
キャンプに子どもたちが来るのは夏休みの間だけだが、オーナーキャンプ長ともなれば、四季









めでたし、 めでたしである もっとも 私には何が問題なのかも分からず、 「その他大勢」として、その場に居合わせただけだった。　
点検作業は終わった。後は、 いよいよメインの作業、 夕食タイムである。途中のスーパーで買っ




の有望ディレクターである。だが、それは彼のもう一つの人生でしかない。ここに来たら、学生時代 キャンプリーダ に逆戻りである。それが楽しいから、仕事を終え、車を飛ばして遠くハリバートンまで追いかけてきたわけだ。エンターテインメントの世界で活躍して るから面白いのか、あるいは、もともと面白い人だからそういう道に進んだの 、彼の話 聴い い と面白い「ようで 」 。 「ようである」とカッコ付きなのは、私には話の内容が十分理解でき わけではな が、あれこれ想像しながら聞いて ても、自然に笑いがこみ上げてくるのだ。こうでなければ、芸能界や放送界で傑出 たディレクターにはなれないのだろうか？
 変なところで感心し









うが、全く記憶にない。二年目になると、初印象ほど インパクトはなくなってしまうのだろう。想い出すのは、待ち 待った冬休みぐらいのものだ。最初の年はジム・サーロー先生のお里にお邪魔した。日本経由で、今年も来ないかというお誘いは受けていたが、ジムと節子さんがおられないのに私がお邪魔するのも気が引ける。そん 時、同じセント・トーマスに住んでおら 、前の年に一度訪問した 人家族のニシモトさん ら、 「 しよかったら、冬休み 我が家へいらっしゃい」と うお招きを受けた。日本を出て一年六カ月 「毎日ま にち、僕 英語の鉄板の上で焼かれて嫌 なっちゃ よ♪」と歌いたい心境だったのだろう。二つ返事で「行きます、ゆきます。よろしくお願いします」である。　
ニシモト家の魅力は、第一に、日本語が通じるということだ。そして、もちろん日本食を食べ
させて戴ける また、ニシモトさん 用務員さんとして働 ておられるカナダ合同教会運営 私立高校は当然冬休みで、生徒も教職員も誰もいない だから、ニシモト家の息子さんで、高校生のエルマと一緒に校内の体育館で走り回ったり、海水パンツひとつでプールに飛び込んだりしても、ニシモトおじさんしか取り締まる人はいないから、大丈夫、大丈夫！
 しかも、日本語が通















父さんの待つバンクーバーにやって来て再会し 結婚 たということだった シモトご夫妻は文通で結ばれたカップルだったのである。　
この話を二人の子どもたちにしたら 娘から「パパとママも同じようなモノだったじゃない」
と言われてしまった。一九五六年に神戸 港から 川丸に乗って出帆した時、大勢の見送客 な
249
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better than nothing! だと、自分に言い聞かせた。
　
ニシモトおばさんは、 「お正月の食べ物を冷蔵庫に入れておきますからね」と、沢山のおせち
料理を用意 て下さった。しかし、全く食欲がない。食欲どころか、ベッドから起き上がるのも苦しい。一応、冷蔵庫からジュースを出し、コップに入れ 枕元に持ってきた。飲みたくないが、北米の人たちが風邪をひい 時に「ジュースを飲め」とよく言っ るのを想い出し の用意である。　
しかし、苦しい。そして、心細い。こんな時、男の口から「お母さん」という言葉が出るのだ








寮に戻って、 親友のマーヴに電話し、 「流感によい売薬はなん ？」と尋ねたら、 「ちょっと待て。
キャンプ・ホワイトパインへ一緒にいったドクター・グリーンに尋ねてみる」との返事である。　
しばらくすると、寮の入り口の呼び鈴が鳴 しかし、こちらは病人である。しばら 放
ておいたが、何度も何度もベルが鳴る。冬休み中の寮には、病人の私しかいないようだ。仕方がない。ガウンを着て、一階まで降りてゆくと、マーヴとあのキャンプで出会ったドクター・グリーンが立っ いる。 「おい、薬を持ってきたぞ。お前 立派な患者だ んな所でうろうろしている場合ではない」と叱られた。そして、お医者 ん顔 戻 て、熱は？
 食欲は？
 水気のものを

























い。しかも、そうし リサーチの先生たちは、必ずしも社会福祉の専攻者ではなく、人類学とか心理学といった別のアカデミックな領域の人たちで、必ずしも社会福祉に関心があるとか、その領域で調査研究をしてきたわけではなかった。だから 社会福祉の第一線 現場をよく知らないし、どんな問題がころがっているかにも疎　
北米の大学は、学部も大学院もゼミナールがないから 学生たちは誰の指導を受けたらいいの
かわからない。多分、そのためにアドバイザーの制度があると、学校当局は言うだろう。しかし、アドバイザーの先生の方は、 「私は論文のアドバイザーじゃないよ。毎日の学生生活やアカデミックな問題への対応を助けるのが役目だ」と反論するに違い い。うろうろしていると、八月末論文提出の締め切り日がきてしまう 事実、私 同級生の内、約半数が修士論文を提出することなく、職に就いてしまった。仕事を始めたら、論文を仕上げるのは難しい　
なにもことさら私が偉そうに意見を述べるとか、改善案を示そうというのではない。関学の大
















米二年目、夏の身体障害児のキャンプが終わり、秋学期が始まるまでには少々時間があった。そこで、私は大学院の修士論文にどんなテーマを取り上げるか、その領域とかトピックスについて、本や文献をある程度、読み始めていた。幸いなことに、私は日本の母校 学 と修士論文を書いた経験があった。それが、トロントで修士論文を仕上 る にど だけ助け なった わからない。　
ただ、今度は英語で修士論文を作成しなければならないのだ。私が書いただけでは文章や文法




考えていると ある若い女性が頭に浮かんだ。そうだ、アドバイザーのボイントン先生のセクレタリーをしているバーバラに頼んでみよう。彼女とは、 先生がちょっと席を外されて る時など、雑談する程度の人間関係が出来ていた。そこで、タイプ打ちのアルバイトをお願いすることにしたのだった。　
彼女なら、タイプの腕は抜群である。私の英語も遠慮なく直してくれるだろう。それに、どう
せお願いするなら、アトラクティブな女性の方が嬉しいし、楽しい。ただ、想定外だったのは、私が引用したアメリカの文献まで、英国流のスペリングに直されてしまったことである。もっとも、それはアメリカ英語で育った日本人の私だから気になること 審査するカナダ人の先生にとっては当たり前のこと ろうと 直し 敢えて意義は唱えな とに た　
こうして、実習先の担当グループに来る子どもたちの行動観察表、ソシオメトリー、そ に毎











ロント大学の社会福祉大学院でマスター・オブ・ソーシャルワークの学位を取得したら、そのまますぐに帰国するというのが、最初からの選択肢であった。恩師の竹内先生は、私を社会事業学科の助手に採用してやろうというお気持ちだったのではないかと感じていた。しかし、もう一方では、関学に帰って、将来自分が大学教員として 道を歩む ら、二年間 トロントでの勉強、つまり社会福祉のマスター止まりの教育と訓練 受けただけ 不十分だ。ぜひドクターのレベルまで進まなくてはならないという思いもあった。帰国か、残留か。私は大きな岐路に立たされていた。　
論文指導の総元締め役のジョーンズ先生は、私のスピードが速いことをご存じだったから、 「ケ
ン、 論文を書くスピードを緩める必要はな よ。こんなもの早く片付け え」 と言って下さっていた。私だって、わざとスピードを緩め いるわけではない。ただ、タイピストが私の原稿をタイプライターで打ち上げてくれないこと は提出できな のだ。だから その間、毎日午前中の授業が終わると、キャンパ 内のグラウンドで練習をして る、トロントのプロフッ ボール・チームの練習を見物に行っていた。ある日、 「ケ 、 お前はトロントのチームを偵察にきたのか？」という声が聞こえてきた。マーヴと一緒にキャンプ・ホワイトパインに行った時の仲間、サニー・ランガーだった。　
カナダのフットボールについては既に述べたが、アメリカの大学を出たばかりの有望新人のパ
256
フォーマンスが連日トロントの新聞で紹介されていた。そのプレーが、私の目の前で展開されるのである。元関学フットボールの選手にとっては、まさに夢のような世界であった。いつの間にか、私はノートと鉛筆を持ってグラウンドへ行き、パスプレーの図を書き込ん いた。カナダフットボールは三つのダウンしかない。したがって、カナダの攻撃は、パスの比重がより高かった。当時を振り返ると、パスの関学が生まれた背景には 一九五八年の夏 あのトロント大学のキャンパスでサニ と一緒に「 カウト」したプロチームのパス攻撃があるように思われる。私のヘッドコーチや監督時代、関学は甲子園ボウルで日大や明治を破って、一〇年間に七回の全国優勝を果たした。また 関学高等部も、八年間に六回の全国優勝を果たした。その原動力のひとつが、こ 時見たパス攻撃だったように思う。　
こうして、サニーと私のフットボール見学は毎日続いた。これがキャンプ長のクロニックさん





秋にキャンプ長のクロニックさんと一緒に冬前のキャンプ場の点検に来た時と違い、キャン 場には三五〇名ほどの子ども達が約二〇〇人という大勢のスタ フとスポーツをや 音楽を奏 、ドラマの練習をしていた。私がこれまで日本、米国、カナダで経験 てきたどのキャンプよりも、
257
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あるいはオンタリオ州の身体障害児のキャンプにはない 遥かに高いレベルのプログラムだ。同じキャンパーが八週間も滞在する である。これまで私が経験してきた、最長でも二週間のキャンプとは全く違う次元で、あらゆる面から子どもたちの成長を促し 。プログラムの内容を豊かにし、より高いパフォーマンスを引き出すために練習しているの は度肝を抜かれた。　
私は、小学校を卒業し、秋から中学へ進むローティーンの子どもの ビンを担当したが、彼








ティバルの指導をしている大学生のリーダーは、私と同じようにキャビンで子どもの世話をするリーダーが、自分の本来 仕事の片手間にやっているのである。このキャンプには、様々な才能、知識、それにスキルを持ったリーダーが大勢いるのだということに驚かされた。それ とりもなおさず 日本の国の文化や教養 広さと深さを日本 キャンプ も取り上げることの意味とその重要性を考えるべきだと、私に迫っているような気がするのだった。　
これまでの二年間、 「持てるキャンプ」と「持たざるキャンプ」を見てきたつもりであった。







いながらも、関学の嶋田つや子先生にお願して、デトロイトのメリルパーマー研究所の住所と研修プログラムのディレクターのお名前を教えて戴いた。願書を取り寄せ、下書きを書いて、親友のマーヴに見て貰った。彼が手を加えると、私の 書は俄然輝き 増し、私の未来まで明るく見えてきた。持つべきも は友であるとは、まさにこ ことだ。　
トロントを去る日がきた。八月末の社会福祉大学院は夏季休暇中、先生方はどなたもいない。
でも、馴染みの図書館員のギャレットさんはいつも通り ご出勤。二年前、入学式の前から押しかけて本を読ませて戴きましたね。ここへ着いた時には英語もろくろく喋れなかった、日本来たあの学生に卒業 時が来たのです 本当にお世話になりました。そんな話をしてい ら お互いに涙が止まらなくなっ しまった。映画の寅さんじゃないが、 「別れは辛いよ」であった。
